
 

8-5-2-1 

8-5-2 人と自然との触れ合いの活動の場 

鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在により、人と自然との触れ

合いの活動の場への影響のおそれがあることから、環境影響評価を行った。 

 

(1) 調査 

 1) 調査すべき項目 

 ア．人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

調査項目は、人と自然との触れ合いの活動の場の概況とした。 

 

 イ．主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

調査項目は、主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境

の状況とした。 

 

 2) 調査の基本的な手法 

文献調査により、人と自然との触れ合いの活動の場の概況把握を目的とし、人と自然と

の触れ合いの活動の場関連の文献、資料を収集し、整理した。また、文献調査を補完する

ために、関係機関等へヒアリングを行うとともに必要に応じて現地踏査を行った。 

現地調査として、主要な人と自然との触れ合いの活動の場について、利用の状況及び利

用環境の把握を行った。 

 

 3) 調査地域 

対象事業実施区域及びその周囲の内、地表式又は掘割式、高架橋・橋梁、地上駅、車両

基地を対象に鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在に係る主要な人

と自然との触れ合いの活動の場への影響が生じるおそれがあると認められる地域とした。 

 

 4) 調査地点 

現地調査は、調査地域の内、主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布状況を考慮

し、現況を適切に把握することができる地点とした。調査地点を表 8-5-2-1 に示す。 

 

表 8-5-2-1  調査地点 

地点番号 調査地点 鉄道施設 

01 中部北陸自然歩道 「奥恵那峡と青邨記念館へのみち」 橋梁 

02 東海自然歩道 「中山道宿場めぐりのみち」 高架橋 

03 東海自然歩道 「みたけの森をめぐるみち」 高架橋 

04 坂本のハナノキ自生地 地上駅 

05 冨士浅間神社 高架橋 

06 小渕ため池公園 高架橋 
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 5) 調査期間等 

現地調査は、主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況を踏まえ、一年間における

適切な時期とした。 

 

 6) 調査結果 

 ア．人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

調査地域には、花や木々の観賞や散策、ウォーキング等の場となっている自然歩道や公

園、神社等が存在する。 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場として、緑豊かな自然と旧街道（中山道）など

の歴史や文化にふれることのできる自然歩道（中部北陸自然歩道「奥恵那峡と青邨記念館

へのみち」、東海自然歩道「中山道宿場めぐりのみち」、東海自然歩道「みたけの森をめ

ぐるみち」）や国指定天然記念物である坂本のハナノキ自生地、中山道散策の立寄り地点

となっている冨士浅間神社、湖畔をめぐり新緑や紅葉を楽しめる小渕ため池公園がある。 

 

 イ．主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況を 図 

8-5-2-1 及び表 8-5-2-2 に示す。 
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図 8-5-2-1(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布 
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図 8-5-2-1(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布 
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図 8-5-2-1(3) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布 
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図 8-5-2-1(4) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布 
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図 8-5-2-1(5) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布 
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表 8-5-2-2(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、 

 利用の状況及び利用環境の状況 

地点

番号 
調査地点 調査項目 調査結果の概況 

01 中部北陸自然歩道

「奥恵那峡と青邨

記念館へのみち」

分布 

苗木城バス停から玉蔵橋、桃山公園及び本町公園を通

り、中津川駅まで続く、5.7km のコースである。 

  

利用の 

状況 

利用者の多くは散歩等を目的としており、初夏の新緑

や秋の紅葉の時期に利用が多い。ＪＲさわやかウォーキ

ング及びなかつウォークで利用されており、イベント開

催時には多くの参加者が訪れる。主な交通手段は、苗木

城バス停又はＪＲ中央本線中津川駅から徒歩である。 

  
利用環境

の状況 

沿道には、中部北陸自然歩道を示す案内看板が整備さ

れている。木曽川にかかる玉蔵橋からは、廃線となった

北恵那鉄道の鉄橋と遠景に笠置山を眺望できる。 

現
地
の
状
況 

案内看板 ウォーキングの様子（桃山公園） 

 

玉蔵橋からの眺望  
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表 8-5-2-2(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、 

 利用の状況及び利用環境の状況 

地点

番号 
調査地点 調査項目 調査結果の概況 

02 東海自然歩道 

「中山道宿場 

めぐりのみち」 

分布 
ＪＲ中央本線武並駅より、大湫宿を通り細久手口バス

停まで続く、15.1 ㎞のコースである。 

 

利用の 

状況 

主な利用者は散歩等を目的としており、秋の紅葉時期

には多くの人々に利用されている。また、ＪＲさわやか

ウォーキングで利用されており、多くの参加者が訪れ

る。 

主な交通手段は、ＪＲ中央本線の武並駅又は細久手口

バス停より徒歩である。 

 

利用環境

の状況 

沿道には自然色の濃い里地・里山の風景が展開してお

り、山地・丘陵地、田園風景等を望むことができる。特

に、大湫や細久手辺りの中山道は、高原の樹海の中を通

っており、起伏の激しい十三峠、難所の琵琶峠、石畳の

多い山道、沼地・湿地が点在する。また、休憩所が所々

に整備されている。 

現
地
の
状
況 

案内看板 休憩所 

 

ウォーキングの様子  
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表 8-5-2-2(3) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、 

 利用の状況及び利用環境の状況 

地点

番号 
調査地点 調査項目 調査結果の概況 

03 東海自然歩道 

「みたけの森を 

めぐるみち」 
分布 

名鉄広見線御嵩駅より、大萱古窯跡群の付近及び可児

郷土歴史館を通り久々利バス停まで続く、8.9km のコー

スである。 

  
利用の 

状況 

主な利用者は散歩等を目的としている。 

主な交通手段は、名鉄広見線御嵩駅及び久々利バス停

から徒歩である。 

  

利用環境

の状況 

泳宮古跡、可児郷土歴史館及び大萱古窯跡群といった

歴史を伝える貴重な文化財に触れることができる。ま

た、沿道にはレッドデータブック等で重要種に指定され

ているヒトツバタゴ自生地が存在する。 

現
地
の
状
況 

案内看板（大萱古窯跡群） 泳宮古跡 

休憩所 ヒトツバタゴ自生地（開花時） 
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表 8-5-2-2(4) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、 

 利用の状況及び利用環境の状況 

地点

番号 
調査地点 調査項目 調査結果の概況 

04 坂本の 

ハナノキ自生地 
分布 

中津川市西部にあり、ＪＲ中央本線美乃坂本駅より南

東 100m に位置する、面積約 0.3ha のハナノキの自生地で

ある。日本で初めてハナノキ自生地として『植物学雑誌』

に報告された。 

  
利用の 

状況 

美乃坂本駅周辺の住宅街にあり、集会所も近隣にあり

地元の住民に利用されている。 

主な交通手段は、自家用車又は徒歩である。 

  

利用環境

の状況 

国指定の天然記念物であり、３０余株のハナノキがあ

る。春に濃い紅色の花が集まって咲き、秋には紅葉がみ

られ、現地にはハナノキを説明する案内看板が整備され

ている。 

現
地
の
状
況 

  

案内看板 ハナノキ紅葉時 

  

美乃坂本駅から見た現地周辺の様子 現地周囲の様子（集会所） 



 

8-5-2-12 

表 8-5-2-2(5) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、 

 利用の状況及び利用環境の状況 

地点

番号 
調査地点 調査項目 調査結果の概況 

05 冨士浅間神社 

 分布 

恵那市東部にあり、ＪＲ中央本線恵那駅より東に 2km

にある神社である。本宮は富士山麓にある浅間大社であ

り、安産の神様を祀る。 

  

利用の 

状況 

住宅地からも近く 8 月第 1 日曜日には例大祭が、12

月の第 1 日曜日には御湯立祭が、大晦日から元旦にかけ

ては恵那市の民俗文化財に指定されている七福万歳が

奉納される。 

主な交通手段は徒歩である。 

  
利用環境

の状況 

神社は、スギ、ヒノキで覆われている。周囲は水田が
広がり、神社の外からは遠景に笠置山を望むことがで
き、四季折々の景色を楽しむことができる。 

現
地
の
状
況 

  

笠置山と冨士浅間神社 境内 

 

例大祭 例大祭 
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表 8-5-2-2(6) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、 

 利用の状況及び利用環境の状況 

地点

番号 
調査地点 調査項目 調査結果の概況 

06 小渕ため池公園 

 
分布 

可児市久々利地内の県道 84 号沿いにあり、自然石を

活用した日本初となるロックフィルダムのため池周辺

に整備された公園である。公園中央の上空で東海環状自

動車道が交差する。 

  
利用の 

状況 

主な利用者は地元の住民であり、魚釣りやウォーキン

グ等に利用されている。 

主な交通手段は、自家用車、徒歩である。 

  
利用環境

の状況 

池畔には遊歩道が整備され、散策を楽しむことができ
る。園内の展望台からは公園が見渡すことができ、春は
桜やツツジ、秋には紅葉と四季折々の景色を楽しめる。

現
地
の
状
況 

  

園内の様子 展望台 

  

小渕ため池と東海環状自動車道 遊歩道 

  

遊歩道 遊歩道 
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(2) 予測及び評価 

 1) 鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在 

 ア．予測 

  ｱ) 予測項目 

予測項目は、鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在に係る主要

な人と自然との触れ合い活動の場への影響として、主要な人と自然との触れ合いの活動の

場の改変、利用性の変化、快適性の変化とした。 

 

  ｲ) 予測の基本的な手法 

  a) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の改変 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と改変の可能性のある範囲を重ね合わせ、図

上解析することにより、改変の位置、面積及び延長を把握した。 

 

  b) 利用性の変化 

   ①主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用の支障の有無、支障が生じる箇所等を

把握した。 

 

   ②主要な人と自然との触れ合いの活動の場への到達時間・距離の変化 

近傍の既設道路等の改変の状況により、主要な人と自然との触れ合いの活動の場への

到達時間・距離の変化を把握した。 

 

  c) 快適性の変化 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場から認識される近傍の風景の変化が生じる位

置・程度を把握した。 

 

  ｳ) 予測地域 

鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在に係る主要な人と自然と

の触れ合いの活動の場への影響が生じるおそれがあると認められる地域として、調査地域

と同様とした。 

 

  ｴ) 予測地点 

予測地域の内、鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在に係る主

要な人と自然との触れ合いの活動の場の改変、利用性の変化、快適性の変化を適切に予測

することができる地点とした。 
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  ｵ) 予測対象時期 

予測対象時期は、鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の完成時とし

た。 

 

  ｶ) 予測結果 

各予測地点における主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果を表 

8-5-2-3 に示す。 

 

表 8-5-2-3(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（中部北陸自然歩道「奥恵那峡と青邨記念館へのみち」） 

予測項目 予測結果 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場の改変の程度 

鉄道施設（嵩上式）が自然歩道上空を通過するが、鉄道施設（嵩

上式）による改変はない。 

利用性の

変化の程

度 

利用性の変化 鉄道施設（嵩上式）による改変は生じないため、利用の支障が生

じる箇所はない。 

到達時間・距離

の変化 

周辺からのアクセスルートと考えられる国道 257 号及び自然歩道

に改変はないことから、到達時間・距離の変化は生じないものと

予測する。 

快適性の変化の程度 鉄道施設（嵩上式）は中部北陸自然歩道と交差するため、コース

からの景観に変化が生じるが、景観の変化は一部区間に限定され

ることから快適性の変化の程度は小さいと予測する。 

 

表 8-5-2-3(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（東海自然歩道「中山道宿場めぐりのみち」） 

予測項目 予測結果 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場の改変の程度 

鉄道施設（嵩上式）から約 350m 離れた場所にあり、鉄道施設（嵩

上式）による改変はない。 

利用性の

変化の程

度 

利用性の変化 鉄道施設（嵩上式）による改変は生じないため、利用の支障が生じ

る箇所はない。 

到達時間・距離

の変化 

周辺からのアクセスルートと考えられる県道 65 号及び自然歩道に

改変はないことから、到達時間・距離の変化は生じないものと予測

する。 

快適性の変化の程度 鉄道施設（嵩上式）が東海自然歩道と近接するため、コースからの

景観に変化が生じるが、景観の変化は一部区間に限定されることか

ら快適性の変化の程度は小さいと予測する。 
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表 8-5-2-3(3) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（東海自然歩道「みたけの森をめぐるみち」） 

予測項目 予測結果 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場の改変の程度 

鉄道施設（嵩上式）から約 500m 離れた場所にあり、鉄道施設（嵩

上式）による改変はない。 

利用性の

変化の程

度 

利用性の変化 鉄道施設（嵩上式）による改変は生じないため、利用の支障が生じ

る箇所はない。 

到達時間・距離

の変化 

周辺からのアクセスルートと考えられる県道 84 号に改変はないこ

とから、到達時間・距離の変化は生じないものと予測する。 

快適性の変化の程度 鉄道施設（嵩上式）が東海自然歩道と近接するため、コースからの

景観に変化が生じるが、景観の変化は一部区間に限定されることか

ら快適性の変化の程度は小さいと予測する。 

 

表 8-5-2-3(4) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（坂本のハナノキ自生地） 

予測項目 予測結果 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場の改変の程度 

鉄道施設（駅）から約 450m 離れた場所にあり、鉄道施設（駅）に

よる改変はない。 

利用性の

変化の程

度 

利用性の変化 鉄道施設（駅）による改変は生じないため、利用の支障が生じる箇

所はない。 

到達時間・距離

の変化 

周辺からのアクセスルートと考えられる市道に改変はないことか

ら、鉄道施設の存在による到達時間・距離の変化は生じないものと

予測する。 

快適性の変化の程度 鉄道施設（駅）は、ハナノキ自生地から約 450m 離れた場所にあり、

自生地の周囲は樹木や施設に囲まれているため、鉄道施設は視認さ

れず、快適性の変化は生じないと予測する。 

 

表 8-5-2-3(5) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（冨士浅間神社） 

予測項目 予測結果 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場の改変の程度 

鉄道施設（嵩上式）から約 530m 離れた場所にあり、鉄道施設（嵩

上式）による改変はない。 

利用性の

変化の程

度 

利用性の変化 鉄道施設（嵩上式）による改変は生じないため、利用の支障が生

じる箇所はない。 

到達時間・距離

の変化 

周辺からのアクセスルートと考えられる県道 410 号に改変はない

ことから、到達時間・距離の変化は生じないものと予測する。 

快適性の変化の程度 鉄道施設（嵩上式）は、冨士浅間神社から約 530m 離れた場所にあ

り、神社の周囲は樹木に囲まれているため鉄道施設を視認できる

場所は一部に限定され、快適性の変化の程度は小さいと予測する。
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表 8-5-2-3(6) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（小渕ため池公園） 

予測項目 予測結果 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場の改変の程度 

鉄道施設（嵩上式）から約 210m 離れた場所にあり、鉄道施設（嵩

上式）による改変はない。 

利用性の

変化の程

度 

利用性の変化 鉄道施設（嵩上式）による改変は生じないため、利用の支障が生

じる箇所はない。 

到達時間・距離

の変化 

周辺からのアクセスルートと考えられる県道84号に改変はないこ

とから、到達時間・距離の変化は生じないものと予測する。 

快適性の変化の程度 公園内の展望台より鉄道施設（嵩上式）が視認できるが、視認で

きる景色は現状においても東海環状自動車道が見えている風景で

あり、快適性の変化の程度は小さいと予測する。 

 

 イ．環境保全措置の検討 

  ｱ) 環境保全措置の検討の状況 

本事業では、事業者により実行可能な範囲内で、鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、

駅、車両基地）の存在による主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響を回

避又は低減することを目的として、環境保全措置の検討を行った。 

環境保全措置の検討の状況を表 8-5-2-4 に示す。 

 

表 8-5-2-4 環境保全措置の検討の状況 

環境保全措置 実施の適否 環境保全措置の検討結果 

鉄道施設の設置位置、

構造への配慮 
適 

鉄道施設の設置位置、構造形式に配慮することで、改変

による利用性への影響を回避又は低減する効果があるこ

とから、環境保全措置として採用する。 

鉄道施設の形状等の工

夫による周辺景観への

調和の配慮 

適 

鉄道施設の形状等の工夫による周辺景観への調和に配慮

することで、快適性への影響を低減する効果があること

から、環境保全措置として採用する。 

 

  ｲ) 環境保全措置の実施主体、方法その他の環境保全措置の実施の内容 

本事業では、鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在による主要

な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響を低減させるため、環境保全措置とし

て「鉄道施設の設置位置、構造への配慮」及び「鉄道施設の形式等の工夫による周辺景観

への調和の配慮」を実施する。 

環境保全措置の内容を表 8-5-2-5 に示す。 

 

表 8-5-2-5(1) 環境保全措置の内容 

実施主体 東海旅客鉄道株式会社 

実施内容 

種類・方法 鉄道施設の設置位置、構造への配慮 

位置・範囲 鉄道施設の周辺 

時期・期間 計画時 

環境保全措置の効果 
鉄道施設の設置位置、構造形式について配慮することで、改変による利用
性への影響を回避又は低減することができる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 なし 
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表 8-5-2-5(2) 環境保全措置の内容 

実施主体 東海旅客鉄道株式会社 

実施内容 

種類・方法 鉄道施設の形式等の工夫による周辺景観への調和の配慮 

位置・範囲 鉄道施設の周辺 

時期・期間 計画時 

環境保全措置の効果 
鉄道施設の周辺景観への調和の配慮で、快適性への影響を低減することが
できる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 なし 

 

  ｳ) 環境保全措置の効果及び当該環境保全措置を講じた後の環境の変化の状況 

環境保全措置の効果を表 8-5-2-5 に示す。環境保全措置を実施することで、主要な人

と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響が低減される。 

 

 ウ．事後調査 

採用した予測手法は、これまでの環境影響評価において実績のある手法であり予測の不

確実性が小さいと考えられる。また採用した環境保全措置についても効果に係る知見が蓄

積されていると判断でき、効果の不確実性は小さいと考えられることから、環境影響評価

法に基づく事後調査は実施しないものとする。 

 

 エ．評価 

  ｱ) 評価の手法 

  a) 回避又は低減に係る評価 

調査・予測結果及び環境保全措置の検討を行った結果について、事業者により実行可

能な範囲内で回避又は低減がなされているか、見解を明らかにすることにより行った。 

 

  ｲ) 評価結果 

  a) 回避又は低減に係る評価 

本事業では、鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在に係る人と

自然との触れ合いの活動の場への影響について、一部の地域において影響があると予測

したものの、「鉄道施設の設置位置、構造への配慮」及び「鉄道施設の形式等の工夫によ

る周辺景観への調和の配慮」の環境保全措置を確実に実施することから、人と自然との触

れ合いの活動の場に係る環境影響の回避又は低減が図られていると評価する。 

 


